（様式１）

令和７年　　月　　日

 eq \o\ad(質問書,　　　　　　　　　　　　　)
「高山振興ワークショップ事業」について、次の項目を質問いたします。

	質 問 項 目
	質　問　内　容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	商号又は名称

	

	部署名及び担当者名


	

	連絡先


	TEL ：

FAX ：

Mail      ：


注）記入欄が不足する場合は複写して作成してください。

（様式２）

業務実施体制回答書及び企画提案書提出届
令和７年　　月　　日

生駒市長　小紫　雅史　様
　　　所在地
　　　商号又は名称
　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　
業務名　　　高山振興ワークショップ事業
本業務について別添のとおり、業務実施体制各種調書及び企画提案書を提出します。

（様式３）
事　業　計　画　書
	１. 数値目標

	項目
	仕様書目標値
	提案書数値

	情報発信数
	専用WEBサイト
	総表示回数：13,326回以上
	
	件以上

	
	
	総ユーザー数：8,432人以上
	
	人以上

	
	
	ページ滞在時間：平均2分30秒以上
	平均
	以上

	
	
	Googleオーガニック検索：2,166件以上
	
	件以上

	
	SNS
※注※Instagram以外の媒体も可。選択した媒体に合わせて目標数値を設定可能。
	フォロワー数：218人以上
	
	人以上

	
	
	ストーリーズ閲覧数：1投稿あたり平均600回以上
	平均
	回以上

	
	
	 リーチ数：10,394人以上
	
	人以上

	
	
	インプレッション数（広告表示回数）：12,859回以上
	
	回以上

	
	
	WEBリンククリック数：521回以上
	
	回以上

	
	(1) ポスター掲示数：市内外１００か所以上
	
	か所以上

	
	(2) チラシ配架数：市内外１００か所以上
	
	か所以上

	
	(3) 高山地域住民への説明者数：高山町人口の１０％以上（令和７年４月１日時点人口3,327人）
	
	％以上

	項目
	仕様書目標値
	提案書数値

	協創メンバー数
	１５者以上（うち、高山地域参加者を５者以上含むものとする。）
	
	者以上

	催事数
	５つ以上の催事開催
	
	つ以上

	来訪者数
	延べ１，５００人以上
	
	人以上

	アンケート取得率
	(1) 協創メンバー数の８０％以上
	
	％以上

	
	(2) 来訪者数の１０％以上
	
	％以上

	次年度への継続意向率
	協創メンバーの次年度以降の継続意向率６０％以上
	
	％以上



（様式3－3）

	２. 業務内容

	業務名
	仕様書内容
	提案内容(各1,000文字以内)

	地域資源の活用
	高山地域に関連する地域資源（例：茶筌、竹、景観、自然、施設、地元産品、人など）を活用すること。
	

	催事周知
	１．高山地域および地域外から、本事業の目的に賛同し積極的に関わる協創メンバー（高山地域参加者および地域外参加者）を募集するための効果的な周知活動を実施すること。
２．開催される催事への来訪者を募るため、ターゲット層に合わせた魅力的な広報活動を行う。広報にあたっては、令和６年度の課題（情報発信のタイミング、周知方法の偏り）を踏まえ、多様な媒体（ウェブサイト、SNS、印刷媒体、地元メディア、地域イベント等）を効果的に活用し行うこと。
３．地域住民への周知を強化し、丁寧に周知するもこととする。
	

	業務名
	仕様書内容
	提案内容(各1,000文字以内)

	催事受付
	１．協創メンバーおよび催事への来訪者に関する応募・参加申込の受付および管理を円滑に行うこと。

２．オンラインフォームの活用に加え、必要に応じて電話や対面での受付にも対応し、参加者が容易に手続きできるよう配慮するものとすること。
	

	催事選考
	１．本事業の目的に合致し、高山地域の活性化に貢献できる熱意とアイデアを持つ協創メンバーを選定するため、公平性・透明性のある選考基準を設定し、審査を実施すること。

２．選考基準には、提案内容の地域資源との関連性、実現可能性、他の参加者との連携意欲などを盛り込むことを検討する。また、選定された協創メンバーが相互に刺激を与え合い、新たな価値を創造できるようなチーム分けを行うこと。
	

	業務名
	仕様書内容
	提案内容(各1,000文字以内)

	ワークショップ実施
	１．協創メンバーに対し、本事業の意義や目的の理解を深めるワークショップを企画・実施すること。
２．参加者同士の交流を促進し、高山地域の魅力や課題に関する共有、地域資源を活用した催事企画の立案・具体化を支援すること。
３．令和６年度の課題（時間不足、マッチングの難しさ）を踏まえ、効率的なグループワークの手法を取り入れたり、事務局による個別の相談時間を設けたりするなどの改善を行うものとすること。
４．催事開催後には、事業の成果や課題、次年度以降の活動継続に向けた「自走化」をテーマとした振り返りのワークショップを１開催以上実施すること。
	

	催事開催支援
	１．会場の予約や確保（雨天時の代替会場の検討含む）、関係機関への各種申請手続き（保健所、消防署等）を行うこと。

２．会場設営（テント、什器、装飾、電気・水道設備の確保含む）、備品手配、駐車場の手配を行うこと。
３．来訪者の安全確保のための安全対策を行うこと。また、会場及び来訪者の交通ルートにおいて、適切な人数の警備員、誘導員等を配置すること。

４．協創メンバーや当日の協力者(ボランティア等)に対し、当日の運営が円滑に進むように適切な支援やアドバイスを行うこと。
	

	業務名
	仕様書内容
	提案内容(各1,000文字以内)

	管理業務
	１．本事業全体を円滑かつ効果的に推進するため、事務局を設置し、プロジェクト全体の進捗管理、予算管理、関係機関（生駒市、地域団体、関連事業者等）との連絡・調整・交渉を行うこと。

２．協創メンバーや関係者からの問い合わせ、相談等に誠実かつ迅速に対応できる窓口を設置すること。

３．各業務を進めていく上で、適切な人員配置を行い、各担当者が責任を持って業務を遂行できる体制を構築すること。

４．緊密に市と情報共有し、事業状況を報告するとともに、迅速かつ柔軟に改善、改良を行うこと。
５．協創メンバー、来訪者、ボランティア等が本事業を通じて事故、ケガ等が発生した場合に補償できるように保険に加入すること。
	

	フィードバック業務
	１．本事業の成果および課題を正確に把握し、次年度以降の事業に活かすため、協創メンバー、来訪者、関係者等に対して多角的な視点からのアンケート調査を実施すること。

２．アンケート結果の分析に加え、事業実施中に得られた定性的情報（ヒアリングや意見交換等）も踏まえ、事業全体に関する成果報告書を作成し市に提出すること。

３．報告書には、成果目標の達成度、事業効果、運営上の課題、および次年度以降の事業の方向性や改善に関する具体的な提案を盛り込むこと。
	




（様式４）

注）令和７年４月１日時点で記入してください。
	 eq \o\ad(会社概要,　　　　　　　　　　)

	 eq \o\ad(会社名,　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(本社所在地,　　　　　　　　　　)
	

	委任先所在地
	

	 eq \o\ad(会社設立年月,　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(資本金,　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(事業所数,　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(株式上場の有無,　　　　　　　　　　)
	有り（　　　部上場）・なし

	 eq \o\ad(社員数,　　　　　　　　　　)
	　　　　　　　　　　名

	その他
	


（様式５）

	業　務　実　績　調　書
過去５年間の、国または地方公共団体、観光DMO等又はそれらに準ずる団体からの地域観光資源に関わる、催事またはプロモーションの実施、市民や地域事業者の意欲醸成を意図したセミナー・ワークショップの開催等に係る受注実績を記入してください。

	業 務 名

	発 注 者
	業　　務　　内　　容
（販売・来場者実績数などあれば具体的に）
	実 施 期 間

	
	
	
	　　年　　月～

　　年　　月

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	注1）業務内容は、主になる業務内容を記入してください。
注2）記入欄が不足する場合は複写して作成してください。

注3）業務実績調書に記載した事業の様子がわかる資料（紙媒体、データ媒体問わず）を各１部提出すること。ただし、事業の様子がわかるホームページがあれば、そのURLを記載することで提出があったとみなします。


（様式６）
	担　当　者　名　簿

	分　　類
	予定担当者氏名
	所属・役職

	保有資格名称

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注1) 氏名にはふりがなをつけてください。
注2）所属・役職については、提案書の提出者以外の企業等に所属する場合は、企業名等も記入してください。

注 3）分類は、本業務での担当区分に合わせて記入してください。（統括責任者、企画責任者、運営・進行管理責任者等）
注4）別紙「担当者の経歴及び実績等調書」も、上記名簿に記載した人数分記入してください。
注 5）担当者名簿に記載する者は、継続的に本業務にかかわる者のみとします。

（様式６‐別紙）

	担当者の経歴及び実績等調書

	氏　　　名
	生 年 月 日

	所属・役職
	実務経験年数

	保 有 資 格

	保有資格名称
	登　録　番　号
	取得年月日

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	同　種　業　務　経　歴
国または地方公共団体、観光DMO等又はそれらに準ずる団体からの地域観光資源に関わる、催事またはプロモーションの実施、市民や地域事業者の意欲醸成を意図したセミナー・ワークショップの開催等に係る事業の実績を記入してください。

	業務名称
	業務概要・業務の特長・当該担当者の担当内容
	発注者
	実施期間

	
	
	
	年　 月

～

年　 月

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注1) 業務履歴を５件まで記入してください。
（様式７）
	再　委　託　調　書

	分担業務の内容
	再委託先又は協力先
	理由（企業の技術的特徴）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	注) 他の企業等に当該業務の一部について再委託を実施する場合にのみ記入すること。
ただし、業務の主たる部分を再委託してはならない。


（様式８）
グループ協定書

令和７年　　月　　日

　生駒市長　小紫　雅史　様
（グループ代表団体）所在地
法人等名
代表者氏名　　　　　　　　　　　
高山振興ワークショップ事業委託の参加に当たって、グループを結成し、生駒市との間における下記事項に関する権限を代表に委任して提出します。

記

	グループの名称
	

	グループの事務所所在地
	

	グループの代表者
【受任者】
	代表団体　グループにおける主な役割（　　　　　　　　　　　　　）
所在地
名称
代表者名

	グループの構成団体
（その１）
【委任者】
	構成団体　グループにおける主な役割（　　　　　　　　　　　　　）
所在地
名称
代表者名

	グループの構成団体
（その２）
【委任者】
	構成団体　グループにおける主な役割（　　　　　　　　　　　　　）
所在地
名称
代表者名

	グループの成立、解散の時期及び委任期間
	　　年　　月　　日から当該業務の委託期間終了後　　　ヶ月を経過する日まで。（ただし、当グループが委託業者とならなかった場合はこの限りでない。また、代表団体及び構成団体の変更は、事前に生駒市の了承がなければ、これを行わない。）

	委任事項
	１　高山振興ワークショップ事業委託の申請に関する件
２　委託業者（候補者）となった場合における以下の事項
・契約の締結に関する件
・経費の請求及び受領に関する件
３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	その他
	１　本協定書に基づく権利義務は他人に譲渡することができない。
２　この契約に定めのない事項については、代表団体及び構成団体全員により協議する。


※グループを結成して応募する場合は、この様式を提出してください。また、グループ構成員が３社を上回る場合は、この様式に準じて様式を作成してください。
（様式９）

誓　約　書（暴力団排除関係）
　　令和７年　　月　　日
生　　駒　　市　　長　　様

所　在　地
商号又は名称
代表者役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当社（私）は、高山振興ワークショップ事業委託に係る契約の締結にあたり、下記の記載内容を誓約します。

なお、この誓約に違背した場合は、生駒市から契約解除措置等のいかなる措置を受け、かつ、その事実を公表されても異存ありません。

また、下記事項の該当の有無を確認するため、求めがあるときは、役員等一覧表（別紙様式、受任者を含む。）を提出するとともに、生駒市が奈良県生駒警察署長に照会することを承諾いたします。

記

1　当社（私）は、次に掲げる事項に該当いたしません。

（１）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）及び暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
（２）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有する者

（３）役員等が暴力団員であると認められる者

（４）暴力団又は暴力団員が経営に実質的な関与をしていると認められる者

（５）役員等がその属する法人若しくは法人格を持たない団体、自己若しくは第三者の不正な利益を図る目的で、又は第三者に損害を与える目的で、暴力団又は暴力団員を利用していると認められる者

（６）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与する等直接的若しくは積極的に暴力団の維持及び運営に協力し、又は関与していると認められる者

（７）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者

２　当社（私）は、上記１に掲げる事項に該当する者と下請契約又は資材、原材料の購入契約等の契約を行いません。

３　当社（私）は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員から不当介入を受けた場合は、遅滞なくその旨を市長に報告するとともに、警察に届けます。

注）「役員等」とは、法人にあっては役員（非常勤の者を含む。）、支配人及び支店又は営業所（市との契約に関する業務を行う事務所をいう。以下同じ。）の代表者を、法人格を持たない団体にあっては法人の役員と同等の責任を有する者を、個人にあってはその者、支配人及び支店又は営業所の代表者をいう。
（様式９‐別紙）

役員等一覧表（受任者を含む）
　令和７年　　月　　日現在

所　在　地　　
商号又は名称　
代表者役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	役職名
	氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）
	生年月日
	住所

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※　この名簿には、法人の場合は登記簿謄本の「役員に関する事項」に記載されている役員（事業協同組合の場合は理事）を記入してください。監査役については除きます。また、契約の締結に関して営業所等に権限が委任されている場合には、その委任を受けている営業所等の代表者も記入してください。

個人の場合については、個人事業主を記入してください。

※　法人については、法人登記事項証明書又は法人登記簿謄本を添付（写し可）してください。

※　この役員一覧表で取得した個人情報については、個人情報の保護に関する法令に基づき適正に管理するとともに、生駒市の契約関係事務及び暴力団排除措置以外の目的には使用しません。

※　同内容の記載があれば別の書式でもかまいません。なお、欄不足の場合は適宜追加をお願いします。

（様式3－2）





（様式3-4）





（様式3－5）





(様式3－6)









